
      

　
世
界
人
口
六
二
億
人
の
う
ち
八
億
人
、
つ
ま
り
世
界

の
七
人
に
一
人
が
飢
餓
状
態
に
あ
る
。 

　
世
界
人
口
の
約
二
割
（
一
一
億
人
）
が
安
全
な
飲
み

水
を
利
用
で
き
な
い
。 

　
世
界
の
全
陸
地
の
約
四
分
の
一
、
世
界
の
耕
作
可
能

な
地
域
の
約
七
〇
％
、
世
界
人
口
の
六
分
の
一
が
砂
漠

化
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。 

　
一
九
八
〇
〜
九
〇
年
の
間
、
世
界
の
森
林
は
、
お
よ

そ
韓
国
と
同
じ
面
積
が
毎
年
減
少
し
て
い
る
。
か
つ
て

地
球
を
覆
っ
て
い
た
森
林
の
四
分
の
三
が
す
で
に
失
わ

れ
、
原
生
林
は
あ
と
二
四
％
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。 

　
二
〇
世
紀
の
は
じ
め
、
全
世
界
の
人
口
は
一
六
億
人

で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
六
二
億
人
。
毎
年
九
〇
〇
〇
万

人
と
い
う
ス
ピ
ー
ド
で
増
加
を
続
け
、
二
〇
五
〇
年
に

は
一
〇
〇
億
人
を
超
え
る
と
予
測
さ
れ
る
。 

　
世
界
の
平
均
気
温
は
一
〇
〇
年
に
つ
き
、
お
よ
そ
〇
・

六
度
の
割
合
で
上
昇
。
一
〇
〇
年
後
の
平
均
気
温
は
、

現
在
よ
り
も
約
二
度
高
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。 

　
一
九
九
七
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
に
世
界
で
発
生
し
た

自
然
災
害
は
六
八
〇
六
件
で
、
そ
の
前
の
一
〇
年
間
（
四

二
一
四
件
）
に
比
べ
て
一
・
六
倍
増
加
し
、
死
亡
者
数
も

一
二
〇
万
人
と
二
倍
に
増
え
た
。 

　
世
界
で
は
毎
年
八
〇
〇
万
人
の
結
核
患
者
が
発
生
し
、

三
〇
〇
万
人
（
う
ち
三
〇
万
人
は
一
五
歳
未
満
の
子
供

た
ち
）
が
結
核
で
死
亡
し
て
い
る
。 

　
世
界
の
糖
尿
病
患
者
数
は
一
億
九
四
〇
〇
万
人
で
あ

り
、
そ
の
有
病
率
は
全
体
の
五
・
一
％
で
あ
る
。 

　
二
〇
〇
五
年
、
世
界
の
死
亡
者
五
八
〇
〇
万
人
の
う

ち
、
ガ
ン
に
よ
る
死
亡
は
一
三
％
（
七
六
〇
万
人
）
を
占

め
、
二
〇
三
〇
年
に
は
一
一
四
〇
万
人
が
死
亡
す
る
と

予
測
さ
れ
る
。 

　
日
本
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。 

　
現
代
、
男
性
の
二
人
に
一
人
、
女
性
の
三
人
に
一
人

が
ガ
ン
に
な
り
、
死
因
の
三
分
の
一
が
ガ
ン
で
あ
る
。 

　
糖
尿
病
が
強
く
疑
わ
れ
る
人
は
予
備
軍
も
含
め
て
、

全
成
人
の
六
人
に
一
人
に
あ
た
る
一
八
七
〇
万
人
で
あ

る
。 

　
四
〇
〜
七
四
歳
に
お
け
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
該
当
者
数
は
、
予
備
軍
も
合
わ
せ
て
一
九
四
〇
万

人
。
男
性
で
は
二
人
に
一
人
、
女
性
で
も
五
人
に
一
人

が
該
当
す
る
。 

　
現
在
は
身
体
だ
け
で
は
な
く
心
の
病
も
急
増
し
、
年

間
自
殺
者
が
三
万
人
を
超
え
る
。 

　
食
料
自
給
率
は
、
昭
和
四
〇
年
に
七
三
％
だ
っ
た
も

の
が
、
現
在
三
九
％
。
穀
物
自
給
率
は
、
昭
和
四
〇
年
に

六
二
％
だ
っ
た
も
の
が
、
現
在
二
七
％
。
大
豆
に
至
っ

て
は
た
っ
た
四
％
で
あ
る
。 

　
こ
の
現
実
を
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
か
？ 

　
犯
人
は
い
っ
た
い
誰
な
の
か
？
　
ど
の
産
業
な
の
か
？

　
国
な
の
か
？
　
教
育
な
の
か
？
　
政
治
な
の
か
？ 

　
自
分
を
地
球
の
キ
ン
グ
だ
と
思
っ
て
き
た
我
々
人
類

は
、
今
、
大
き
な
し
っ
ぺ
返
し
を
食
ら
っ
て
い
る
。 

　
そ
し
て
よ
う
や
く
、
空
に
向
け
て
唾
を
吐
い
て
い
た

こ
と
に
気
づ
き
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

荻野　芳隆　Written by Yoshitaka Ogino

マ
ク
ロ
な
視
点
を
持
つ
と

見
え
な
い
も
の
が
見
え
て
く
る
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世
界
で
は
毎
年
八
〇
〇
万
人
の
結
核
患
者
が
発
生
し
、

三
〇
〇
万
人
（
う
ち
三
〇
万
人
は
一
五
歳
未
満
の
子
供

　
そ
し
て
よ
う
や
く
、
空
に
向
け
て
唾
を
吐
い
て
い
た

こ
と
に
気
づ
き
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

     

　
そ
れ
ら
全
て
は
我
々
の
エ
ゴ
か
ら
生
ま
れ
た
産
物
で

あ
る
。
も
っ
と
安
く
、
も
っ
と
沢
山
、
も
っ
と
便
利
に
、

も
っ
と
楽
に
、
も
っ
と
贅
沢
に
…
と
い
う
我
々
人
類
の

欲
求
は
、
あ
ら
ゆ
る
不
可
能
を
可
能
に
し
た
。
農
薬
、
添

加
物
、
抗
生
物
質
、
遺
伝
子
組
み
替
え
、
ク
ロ
ー
ン
技
術
、

フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
、
外
食
、
中
食
、
冷
凍
食
品
、
サ
プ

リ
メ
ン
ト
…
こ
れ
ら
が
、
そ
の
革
新
的
な
現
象
を
支
え

た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
み
な
自
然
と
い
う
観
点
か
ら

は
大
き
く
乖
離
し
た
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
我
々
の
身

体
、
精
神
、
そ
し
て
地
球
環
境
に
負
荷
を
か
け
続
け
、
つ

い
に
、
そ
の
限
界
が
見
え
は
じ
め
た
。 

　
そ
こ
で
今
、
我
々
が
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が

「
食
生
活
の
見
直
し
」
で
あ
る
。
食
生
活
に
つ
い
て
は
、

環
境
と
健
康
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら
考
察
で
き
る
が
、

い
ず
れ
も
肉
を
中
心
と
し
た
食
生
活
か
ら
穀
物
・
野
菜

を
中
心
と
し
た
食
生
活
に
変
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
点
で
共
通
す
る
。 

　
ま
ず
は
環
境
に
つ
い
て
で
あ
る
。
現
在
、
世
界
的
に

食
糧
危
機
が
叫
ば
れ
、
八
億
人
が
飢
餓
に
苦
し
み
、
各

地
で
暴
動
も
頻
発
し
、
今
後
の
見
通
し
も
決
し
て
明
る

く
は
な
い
。
し
か
し
、
本
当
に
食
料
が
足
り
な
い
の
か
？

世
界
の
穀
物
生
産
量
は
年
間
約
二
〇
億
ｔ
、
世
界
人
口

が
六
二
億
人
で
あ
る
か
ら
、
一
人
あ
た
り
換
算
だ
と
、

全
人
類
に
年
間
三
〇
〇
㎏
以
上
も
の
供
給
が
可
能
な
の

だ
。
一
日
あ
た
り
八
二
二
ｇ
、
米
に
し
た
ら
五
・
五
合
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
穀
物
だ
け
で
も
十
分
な
量
が
世
界
で

は
生
産
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

　
で
は
現
実
の
世
界
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
？ 

　
世
界
で
生
産
さ
れ
る
穀
物
二
〇
億
ｔ
の
う
ち
七
億
ｔ
、

三
五
％
が
家
畜
用
の
飼
料
に
回
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

牛
肉
一
㎏
を
作
る
に
は
穀
物
が
八
〜
一
二
㎏
必
要
に
な

る
。
つ
ま
り
肉
の
需
要
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
食
糧

不
足
に
な
る
の
で
あ
る
。 

　
次
に
健
康
に
つ
い
て
で
あ
る
。
現
在
、
ガ
ン
、
心
疾
患
、

脳
血
管
疾
患
、
糖
尿
病
、
さ
ら
に
ア
ト
ピ
ー
や
喘
息
な

ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
や
慢
性
病
が
世
界
的
に
急
増
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
、
食
生
活
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
習
慣

が
原
因
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。 

　
ガ
ン
や
心
臓
病
が
国
の
財
政
ま
で
脅
か
し
た
一
九
七

〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
。
世
界
中
の
最
も
優
れ
た
医
学
、

栄
養
学
者
を
結
集
し
て
、
七
年
間
の
歳
月
と
数
千
万
ド

ル
の
国
費
を
投
入
し
て
行
わ
れ
た
「
食
事
（
栄
養
）
と
健

康
・
慢
性
疾
患
の
関
係
」
に
つ
い
て
の
世
界
的
規
模
の

調
査
・
研
究
結
果
、「
マ
ク
ガ
バ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
」
に
お

い
て
、
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
ら
れ
た
。 

●
諸
々
の
慢
性
病
は
、
肉
食
中
心
の
誤
っ
た
食
生
活

が
も
た
ら
し
た
《
食
原
病
》
で
あ
り
、
薬
で
は
治
ら

な
い 

●
こ
の
事
実
を
率
直
に
認
め
て
、
食
事
の
内
容
を
改
善

す
る
必
要
が
あ
る 

●
高
カ
ロ
リ
ー
、
高
脂
肪
の
食
品
、
つ
ま
り
肉
、
乳
製
品
、

卵
と
い
っ
た
動
物
性
食
品
を
減
ら
し
、
で
き
る
だ
け

精
製
し
な
い
穀
物
や
野
菜
、
果
物
を
多
く
摂
る
よ
う

に 

●
世
界
で
最
も
理
想
的
な
食
事
は
元
禄
時
代
以
前
の
日

本
人
の
食
事
（
精
白
し
な
い
殻
類
を
主
食
と
し
た
季

節
の
野
菜
や
海
草
や
小
さ
な
魚
介
類
）
で
あ
る 

　
つ
ま
り
、
今
、
我
々
が
日
常
的
に
食
べ
て
い
る
肉
、
乳

製
品
、
卵
を
中
心
と
し
た
欧
米
食
が
、
環
境
や
飢
餓
、
食

糧
問
題
に
も
、
健
康
問
題
に
も
非
常
に
大
き
く
影
響
を
与

え
て
お
り
、
抜
本
的
な
食
生
活
革
命
、
次
世
代
食
生
活
の

確
立
を
急
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

      

　
こ
の
よ
う
に
食
や
健
康
、
環
境
の
問
題
が
山
積
み
の

現
代
、
法
律
も
制
定
さ
れ
、「
食
育
」
の
重
要
性
が
急
速

に
高
ま
る
中
、
企
業
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
「
食
育
」
活
動
が

始
ま
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
は

良
い
流
れ
だ
が
、
企
業
の
安
易
な
取
り
組
み
、
食
育
宣

言
に
対
し
て
は
危
惧
せ
ず
に
い
ら
れ
な
い
。
と
い
う
の

も
、「
食
育
」
を
考
え
た
場
合
、
先
述
し
た
よ
う
な
食
と

健
康
と
環
境
と
い
う
深
い
繋
が
り
、
問
題
ま
で
を
理
解

す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
食
と
健
康

と
環
境
を
統
合
的
に
、
体
系
的
に
理
解
し
て
、
初
め
て

「
食
育
」
に
取
り
組
む
べ
き
な
の
で
あ
る
。 

　
企
業
経
営
を
考
え
た
場
合
、
マ
ク
ロ
に
も
の
を
見
て

ミ
ク
ロ
に
対
処
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
現
代
の

多
く
の
企
業
が
ミ
ク
ロ
の
視
点
、
つ
ま
り
、
自
社
の
直

接
関
係
す
る
業
界
だ
け
で
何
か
し
ら
の
「
食
育
」
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
や
や
も
す
る
と
、
芋
掘
り

だ
け
を
し
て
食
育
と
言
う
幼
稚
園
、
子
供
に
ハ
ン
バ
ー

グ
作
り
を
教
え
て
食
育
と
言
う
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
、

バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を
貼
っ
て
食
育
と
い
う
大
手
ス
ー
パ

ー
、
Ｈ
Ｐ
に
立
派
な
食
育
コ
ン
テ
ン
ツ
だ
け
が
あ
る
食

子
供
に
芋
掘
り
を

さ
せ
る
こ
と
は
食
育
か
？

我
々
が
肉
を
食
べ
る
と

地
球
の
裏
で
は
飢
餓
が
増
え
る
？
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品
メ
ー
カ
ー
な
ど
、
単
発
的
で
繋
が
り
の
な
い
取
り
組

み
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、
決
し
て
そ
れ

ら
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
や
ら
な
い
よ
り

は
や
っ
た
方
が
良
い
取
り
組
み
も
沢
山
あ
る
。
こ
こ
で

言
い
た
い
こ
と
は
、「
食
育
」
と
言
う
以
上
、
食
と
健
康

と
環
境
を
統
合
的
に
考
え
、
自
社
の
立
場
、
役
割
を
明

確
に
し
て
取
り
組
ん
で
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
視
点
が
な
い
と
、
先
程
の
企
業
の
よ
う
に
本
来
の

意
味
が
伝
わ
ら
な
い
ば
か
り
か
、「
食
」
が
簡
単
だ
、
安

い
な
ど
と
誤
解
を
与
え
る
こ
と
さ
え
あ
る
の
で
あ
る
。 

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
学
校
を
建
て
る
こ
と
も
飢
餓
に
苦
し

む
人
に
援
助
を
す
る
こ
と
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。

も
ち
ろ
ん
、
今
そ
こ
に
あ
る
命
を
救
い
、
希
望
を
持
っ

て
生
き
て
い
く
手
助
け
を
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
そ
の
状
況
を
作
っ
て
い
る

原
因
は
何
で
あ
る
か
、
飢
え
を
凌
い
だ
彼
ら
が
目
指
す

べ
き
方
向
が
ど
こ
な
の
か
を
、
そ
の
原
因
を
作
っ
た
我
々

張
本
人
が
真
剣
に
考
え
、
解
決
策
を
探
り
、
実
践
し
、
目

指
す
べ
き
方
向
を
示
す
義
務
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

大
量
輸
入
、
大
量
消
費
、
大
量
廃
棄
を
し
て
お
き
な
が

ら
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
学
校
を
建
て
る
よ
う
な
恥
ず
か
し

い
こ
と
は
し
な
い
で
欲
し
い
の
で
あ
る
。 

      

　
企
業
が
「
食
育
」
に
取
り
組
む
に
は
、
ま
ず
、
世
界
で

起
き
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
、
事
実
を
統
合
的
に
理
解

し
、
受
け
止
め
、
自
社
が
そ
の
社
会
構
造
の
中
の
ど
こ
に

位
置
し
て
い
る
の
か
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

　
そ
し
て
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
移
る
前
に
、「
食
育
」
と
い

う
も
の
を
こ
こ
で
一
旦
定
義
し
た
い
。 

『
日
本
の
伝
統
的
生
活
文
化
（
農
、
食
、
建
築
、
芸
術
、
芸

能
等
の
技
術
）
を
発
展
的
に
継
承
し
つ
つ
、
持
続
可
能

な
食
と
健
康
と
環
境
を
体
系
的
に
理
解
体
験
さ
せ
る
こ

と
』 

　
こ
こ
で
い
く
つ
か
考
え
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。 

①
農
業
だ
け
、
食
だ
け
、
カ
ロ
リ
ー
や
栄
養
素
だ
け
、
環

境
だ
け
で
は
な
く
、
生
活
文
化
全
体
で
考
え
る
こ
と 

②
”発
展
的
に
継
承
“と
い
う
こ
と
は
、
江
戸
時
代
の
生

活
に
戻
る
べ
き
だ
、
肉
食
を
一
切
や
め
る
べ
き
だ
と

い
う
よ
う
な
極
論
で
は
な
く
、
現
代
の
サ
イ
エ
ン
ス
、

技
術
、
娯
楽
も
取
り
入
れ
つ
つ
最
適
解
を
見
つ
け
る

こ
と
（
意
外
と
こ
れ
が
重
要
） 

③
”食
と
健
康
と
環
境
“、
こ
れ
ら
全
て
が
繋
が
っ
て
い

る
こ
と
を
統
合
的
に
捉
え
る
こ
と 

④
持
続
可
能
で
あ
る
こ
と 

⑤
学
問
で
は
な
く
、
実
体
験
と
し
て
理
解
、
体
験
さ
せ

る
こ
と 

　
こ
れ
ら
の
定
義
か
ら
外
れ
て
い
る
場
合
の
取
り
組
み

は
、
一
見
「
食
育
」
に
見
え
て
も
逆
効
果
の
場
合
す
ら
多

い
の
で
あ
る
。 

　
は
る
か
昔
は
、
何
の
意
識
も
せ
ず
に
、
そ
れ
ら
が
で

き
る
、
ま
た
は
せ
ざ
る
を
得
な
い
環
境
、
社
会
構
造
が

あ
り
、
結
果
、
”持
続
可
能
な
食
と
健
康
と
環
境
“が
成

り
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
現
代
に
お
い
て

は
、
生
活
環
境
、
社
会
構
造
が
全
く
違
う
た
め
、
我
々
が

知
識
を
持
っ
て
行
動
し
な
い
限
り
成
り
立
た
な
い
の
で

あ
る
。 

　
こ
の
定
義
を
尺
度
と
し
て
、
自
社
の
業
務
内
容
、
取

り
組
み
、
ド
メ
イ
ン
、
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
を
考
え
、
課

題
と
施
策
を
洗
い
出
す
こ
と
が
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
。 

      

　「
食
育
」
に
取
り
組
む
企
業
は
大
き
く
二
つ
に
分
類
で

き
る
。 

Ⅰ
型 : 

戦
略
的
に
「
食
育
」
と
い
う
切
り
口
で
本
業
の

業
績
Ｕ
Ｐ
を
目
指
す
企
業 

　
　
）
安
心
安
全
衛
生
の
徹
底
（
問
題
を
起
こ
さ
な
い
） 

　
　
）
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
し
て
の
取
り
組
み
（
協
賛
な
ど
） 

　
　
）
食
・
健
康
の
情
報
提
供
（
Ｈ
Ｐ
、
店
頭
、
教
室
、 

　
　
　
紙
媒
体
な
ど
ま
た
は
人
的
ア
ド
バ
イ
ス
） 

Ⅱ
型 : 

本
業
そ
の
も
の
が
「
食
育
」
に
繋
が
る
企
業 

　
”
持
続
可
能
な
食
と
健
康
と
環
境
を
体
系
的
に
理

解
体
験
さ
せ
る
“
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
う
（
地
産

地
消
に
繋
が
る
、
農
業
、
産
直
、
自
然
食
レ
ス
ト
ラ
ン
、

体
験
ツ
ア
ー
な
ど
。
ま
た
業
種
を
問
わ
ず
、
食
の
大

切
さ
、
美
味
し
さ
、
楽
し
さ
、
命
の
大
切
さ
、
環
境
の
大

切
さ
、
健
康
の
あ
り
方
な
ど
を
理
解
体
験
さ
せ
る
事
業
）。 

　
Ⅰ
型
の
特
徴
は
、
本
来
的
な
意
味
も
理
解
し
、
情
熱
的
に

取
り
組
む
企
業
も
あ
れ
ば
、
義
務
的
に
行
い
自
己
矛
盾
を

生
じ
て
い
る
企
業
も
あ
る
な
ど
、
そ
の
温
度
差
が
大
き
い
。 

　
Ⅱ
型
の
企
業
に
お
い
て
は
、
本
業
そ
の
も
の
が
「
食
育
」

に
繋
が
っ
て
い
る
た
め
、
敢
え
て
「
食
育
」
と
は
宣
言
せ

ず
、
周
り
が
「
食
育
」
で
あ
る
と
評
価
す
る
場
合
が
多
い
。

逆
に
安
直
に
「
食
育
」
を
謳
う
企
業
が
多
い
現
代
、
事
業

を
「
食
育
」
と
言
わ
れ
る
の
を
嫌
う
企
業
さ
え
い
る
。 

強い

iiiiii

食
育
と
い
う
価
値
基
準
と
自
社
の

や
っ
て
い
る
こ
と
は
矛
盾
し
な
い
か
？

食
育
で
本
業
の
業
績
を
上
げ
る
か
、

本
業
そ
の
も
の
が
食
育
か
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㈱
船
井
総
合
研
究
所
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
本
部
。「
日
本
の
伝
統

的
生
活
文
化
の
復
興
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
本
全
国
を
巡
り
「
食
と

健
康
と
環
境
」
の
関
係
性
の
研
究
を
重
ね
る
。
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
の
専
門
分
野
は
健
康
・
食
・
美
容
関
連
の
、
商
品
開
発
、
新

規
事
業
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
。
そ
の
他
に
も

「
食
育
サ
ミ
ッ
ト
二
〇
〇
六
」、
文
部
科
学
省
許
可
財
団
認
定
資

格
「
健
康
・
食
育
マ
ス
タ
ー
」
の
講
師
を
務
め
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
う
。 

　
荻
野
　

芳
隆
（
お
ぎ
の
・
よ
し
た
か
） 

CEL

起
き
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
、
事
実
を
統
合
的
に
理
解

し
、
受
け
止
め
、
自
社
が
そ
の
社
会
構
造
の
中
の
ど
こ
に

あ
る
。 

　
こ
の
定
義
を
尺
度
と
し
て
、
自
社
の
業
務
内
容
、
取

逆
に
安
直
に
「
食
育
」
を
謳
う
企
業
が
多
い
現
代
、
事
業

を
「
食
育
」
と
言
わ
れ
る
の
を
嫌
う
企
業
さ
え
い
る
。 

     

　
ま
た
、
取
り
組
む
企
業
の
特
徴
と
し
て
、 

①
食
育
に
情
熱
を
持
っ
て
本
気
で
取
り
組
ん
で
い
る
企

業
ほ
ど
そ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
下
手
で
あ
る 

②
食
育
と
は
程
遠
い
事
業
で
も
、
資
本
力
の
あ
る
企
業

は
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
や
広
告
戦
略
に
強
く
業
績
を
伸
ば

し
て
い
る 

　
と
い
う
現
状
が
あ
る
。 

       

　
消
費
者
が
健
康
安
心
安
全
を
求
め
る
の
は
も
は
や
当

た
り
前
で
あ
る
現
代
、
重
要
な
の
は
、「
消
費
者
が
自
己

の
過
ち
に
気
づ
き
、
真
反
対
の
方
向
に
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

　
今
後
、
企
業
の
行
き
過
ぎ
た
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
や
広
告

戦
略
に
踊
ら
さ
れ
な
い
消
費
者
も
増
え
る
だ
ろ
う
。
あ

る
想
い
が
あ
る
一
定
の
臨
界
点
を
超
え
る
と
、
そ
れ
は

無
限
に
伝
播
す
る
”百
匹
目
の
猿
現
象
“
も
近
い
か
も

し
れ
な
い
。「
百
人
が
変
わ
れ
ば
一
万
人
が
変
わ
り
、
一

万
人
が
変
わ
れ
ば
百
万
人
が
変
わ
り
、
百
万
人
が
変
わ

れ
ば
世
の
中
が
変
わ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

芽
は
ま
だ
注
意
を
払
っ
て
い
る
人
に
し
か
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
散
見
で
き
る
。 

      

　
市
場
経
済
は
、
本
来
「
消
費
者
主
権
」
で
あ
る
。
実
際
、

企
業
が
煽
っ
た
と
は
い
え
、
現
在
の
状
況
を
作
っ
た
の

は
我
々
消
費
者
の
エ
ゴ
で
あ
る
。
し
か
し
そ
こ
に
は
、

逆
に
我
々
消
費
者
の
意
識
を
変
え
て
い
け
ば
世
の
中
を

変
え
て
い
け
る
と
い
う
側
面
も
存
在
す
る
。 

　
今
、
我
々
に
必
要
な
の
は
、
”日
本
の
伝
統
的
生
活
文

化
を
発
展
的
に
継
承
し
つ
つ
、
持
続
可
能
な
食
と
健
康

と
環
境
“を
維
持
す
る
方
法
。
狭
義
の
意
味
で
は
、
”持

続
可
能
な
食
料
調
達
“
の
仕
方
を
考
え
創
っ
て
い
く
こ

と
。
そ
し
て
そ
れ
を
世
界
に
示
し
、
提
案
す
る
こ
と
で

あ
る
。
マ
ク
ガ
バ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
で
も
世
界
一
と
評
さ

れ
た
よ
う
に
、
今
一
度
、
日
本
が
そ
れ
を
示
す
次
世
代

資
本
主
義
が
近
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。 

　
一
見
、
長
期
的
に
見
え
る
こ
れ
が
、
合
理
的
に
地
球

を
良
く
し
て
い
く
最
良
か
つ
唯
一
の
手
段
な
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。 

　
社
会
に
与
え
る
影
響
の
大
き
さ
を
考
え
れ
ば
、
企
業

と
い
う
存
在
は
常
に
マ
ク
ロ
な
視
点
を
待
っ
て
消
費
者

を
正
し
い
方
向
へ
と
先
導
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ

の
役
割
を
社
会
構
造
の
中
で
見
つ
け
た
時
、
そ
れ
を
本

当
の
意
味
で
の
「
食
育
」
と
呼
ぶ
の
だ
ろ
う
。 

 

商品へのこだわり、想いは
強く、質も高いが、伝える力
がない知る人ぞ知る企業

収益性3番 
小規模 
地域密着 
信者客 
永続性高い 

商品へのこだわりが強く、ブラ
ンディングして伝える力もある
天は二物を与えた企業

収益性１番 
小規模 
地域密着 
信者客 
永続性高い 

商品へのこだわりや想いは
低く、伝える力、営業力もな
い時代の産物企業

収益性４番 
小～大規模 
地域密着～全国展開 
一般客 
永続性低い 
 

商品自体が必ずしも安心安全では
ないが、良いイメージを作り伝える
力、営業力があるイメージ先行企業

収益性2番 
大手企業 
全国展開 
一般客 
永続性低い 

ＰＲ力、販促力、営業力、デザイン力

食
育
へ
の
取
り
組
み

高い

強い弱い

低い

① 

② 

③ 

④ 

食育企業、ブランディング力　マトリクス 

必要性は良く分かるが、
現実問題お金をかけら
れない層

勉強好きな一般消費者 

必要性を十分理解し、
お金も出す層

有識層 
本物志向 
ロハス実践者 

興味も理解もなく安け
れば何でもいい層

相対的貧困層 
一般消費者 
安さ重視 
 

健康や安全を求め、お
金もかけるが、深く理
解はしていない層

理想的消費者 
ブーム型 

お金お金

健
康
・
食
育
の
理
解
度
合
い

高い

出す出さない

低い
（分からない）

① 

② 

③ 

④ 

食育理解度と消費動向　マトリクス 

１割 

３割 

２割 

４割 

 

食
育
力
と
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
力
は

比
例
し
な
い
？

食
育
を
深
く
理
解
し
、

お
金
も
か
け
る
人
は

ま
だ
ま
だ
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
だ
が
…

消
費
者
が
作
っ
た
現
状
は
消
費
者
が

打
破
す
る
し
か
な
い

〜
企
業
は
そ
の
先
導
役
を
〜

Ⅱ  地域や社会とともに進める食育活動 
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